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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、RSK（リボソームS6キナーゼ）ファミリーに属するセリン／スレオニンキナーゼをコードしています。このキナーゼは2つの異なるキナーゼ触媒ドメインを有し、マイトジェン活性化キナーゼ（MAPK）シグナル伝達経路のメンバーを含む様々な基質をリン酸化します。このタンパク質の活性は、細胞の増殖と分化の制御に関与していることが示唆されています。この遺伝子の変異は、コフィン・ローリー症候群（CLS）と関連付けられています。
	研究分野
	MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Hela（1）、MCF-7（2）、およびHepG2（3）細胞溶解物に対するRSK2マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	RSK2マウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	RSK2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。

